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2024-25 年度 

福山西ロータリークラブ 

  例  会  情  報    
第 1606 回（32） 

   

 

会 長   鹿 内 要 秀     幹 事   吉 山 聡 

クラブ会長テーマ   

「 奉仕によろこび、よりよい社会を築こう 」 

日 時 2025 年 3 月 25 日（火） 12：30 ～ 

場 所 福山ニューキャッスルホテル 

例会行事 点 鐘 ・ ソング 「 楽しい火曜日 」 

ゲスト・ビジターの紹介 （ 出席報告参照 ） 

「四つのテスト」唱和 

会 長 報 告 

 幹 事 報 告 

出 席 報 告  

Ｓ Ａ Ａ 報 告 

ス マ イ ル 報 告  

プ ロ グ ラ ム 情 報 

そ の 他 報 告 

その他情報 メ ー ク ア ッ プ 情 報 （ 来週分 ） 

メ ー ク ア ッ プ 情 報 （ 再来週分 ） 

今 後 の 行 事 予 定 

ク ラ ブ 活 動 報 告 
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【 会 長 報 告 】 
グリーンライン奉仕の森環境整備事業終了にあたっての感謝の言葉 

 

２００２年から始まった「グリーンライン奉仕の森環境整備事業」は約四半世紀を経て今年度で終

了となります。これまで奉仕の森の環境が保たれたのは偏にグリーンラインを愛する会代表の丸山

孝志様をはじめ会員の皆様のご尽力とご協力のおかげです。心より感謝申し上げます。また、我が

クラブが定期的に行って来た奉仕活動には丸山代表の専門知識やアイデアがプロジェクトの成功に

大いに貢献しました。共に過ごした時間は非常に有意義で、学びの多いものでした。今後もお互い

に良い関係を築いていければと思っております。 

過去を振り返ると毎年の奉仕作業はとても楽しい思い出です。四季折々の風景や、一緒に作業して

バーベキューを食べた児童養護施設ルンビニー園の子供達の笑顔、特に箒やスコップを握って汗を

流す事は奉仕活動を実感するにはとても有効な作業であり、会員同士の親睦にもつながりました。 

これらの活動全てに丸山様の姿があったことを私たちは決して忘れません。私たちの奉仕作業はこ

こで終わりになりますが、奉仕の森には西クラブの顕彰碑が残りますから、お互いの関係は長く続

くことだと思います。最後になりましたが丸山様はじめグリーンラインを愛する会の今後ますます

のご活躍を心よりお祈り申し上げるとともに、あらためて、長年のご尽力に感謝申し上げます。あ

りがとうございました。 

 

 

 

 

【 幹 事 報 告 】   
No. 内       容 

1 
第 2710 地区事務局より 

 ・地区研修・協議会 ご案内 

2  

3  
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【 プ ロ グ ラ ム 情 報 】 

《 「奉仕の森」修了式 》 

 

    

「ロータリークラブ奉仕の森」二十有余年の軌跡と未来について       

グリーンラインを愛する会  

 理事長 丸山 孝志 様 

 

 

 

 

 

気が付いてみれば、貴クラブとのおつきあいはすでに２０年を超えています。 

最初に当時の藤井寛文会長から「賞状をあげるから例会においで」 

と声をかけていただいたのがきっかけだったと思います。 

 

その後「クラブとして福山グリーンラインで何か活動をしたい」とご相談をいただき、広

島県立後山公園の、当時「西の谷」とか「南のくぼ地」と呼んでいた場所を「ロータリーク

ラブ奉仕の森」として整備していただけないかご相談させていただき、２００３年の４月

の植樹をきっかけに事業を始めていただきました。 
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福山西ロータリークラブが事業を開始される前の西の谷の状態は人が立ち入ることすら難しい

場所でした。 

 

 

消防による山岳救助訓練が行われたり  

するような場所でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貴クラブの植樹をきっかけに事業をスタートはさせましたが、毎年ものすごい勢いで草が

茂り、年に何回も草刈りをしても追いつかず、せっかくの桜も草に埋もれる状態が何年か

続きました。当時の状態をご記憶の方も多いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでも年に何回も活動をしてくださり、少しずつ公園としての体裁が整ったのは５年

くらいたってからだったと記憶しています。 
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  ほんの一部を思い返すだけでも、後山園地での活動も「ロータリークラブ奉仕の森」だけ

でなく、園地全体での環境整備・環境保全に力を貸していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  クラブメンバーだけでなく、「銀河学園」「ルンビニ園」などの皆さんにも参加を呼び掛け

ていただきました。 

それからファミリーパークでは「グリ

ーンラインの秋祭り」もやっていただ

きましたよね。 

バザーにビンゴゲームにコンサートな

どなど、本当に素晴らしいイベントを

していただき、一気に福山グリーンラ

インの認知度やイメージをアップして

くださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それからファミリーパークでは放送設備やベンチの寄贈、桜の植樹をしていただきました。 

そして「グリーンライン駅伝」にまで参加してくださいました。あれは何回目の大会でし

たでしょうか？参加された方は覚えていただいていると思います。 
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本当に本当に、数えきれないほどの活動の成果を残してくださいました。 

  

過去の記録を調べていて、私はあるものを発見しました。 

それは２００３年４月１３日に後山公園の「ロータリークラブ奉仕の森」で行われた植

樹会にお招きいただいた際の私の挨拶です。ここでもう一度皆様にお聞きいただきたい

と思います。 

例会ごあいさつ（福山西ロータリークラブ殿） 

   皆さんおはようございます。本日は植樹の会にお招きを戴きありがとうございます。 

見ていただきますように、グリーンラインはすっかり綺麗になってまいりました。 

カラスと野犬と暴走族、不法投棄のゴミに松枯れと、あれほどに荒れ果てていた福山グ

リーンラインが、僅か三年でここまでよみがえるとは、正直私も思っていませんでし

た。これはグリーンラインを愛する会の会員の努力もさることながら、広島県福山地域

事務所をはじめとする行政の理解と協力、福山西ロータリークラブの皆様はじめ様々な

団体や企業の方々のご協力によるところが大きいと感じております。本当にありがとう

ございます。 

    実は平成１３年の秋に福山西ロータリークラブ様に表彰していただいてから、表彰し

ていただくことが相次いでおりまして、この度は広島県景観会議から「まちづくり大

賞・地域活動の部」で「最優秀賞」に選んでいただけました。 

お陰様で私たちのささやかな努力が、様々なところで認知され、評価されはじめていま

す。私たちは「市民が出来ることは出来るだけ市民の手で」「行政に無用な負担をかけ

ないように」と言うことを心がけて取り組んでまいりました。限られた予算の中で、出

来るだけ効率よく事業を進めていただくためには、このような市民の側の意識改革が必

要であると思っています。このような姿勢が評価していただけたとすれば、本当に嬉し

いことだと思います。 

    またこの度福山西ロータリークラブが、後山公園における独自の修景事業に取り組ん

でくださることは誠にありがたく、嬉しい限りです。 
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ただ、このような事業は最初に何か

を作ることは、お金をかければ可能で

すが、大切なのはその後だと思ってい

ます。せっかくお金をかけて作ったも

のも、後の管理が行き届かないとやが

て荒廃してしまいます。 

皆様もどうぞこの場所をいつまでも美し

い場所であるように、日常的な活動をお

願いします。 

どうぞこれからもお互いに力を合わせて、グリーンラインの再整備・活性化を通して地域

の活性化に取り組んでゆきましょう。本日は本当にありがとうございました。  

平成１５年４月１３日 

ＮＰＯ法人  グリーンラインを愛する会 

   理事長 丸山孝志 

ごあいさつの中で 

このような事業は最初に何かを作ることは、お金をかければ可能ですが、大切なのはそ 

の後だと思っています。せっかくお金をかけて作ったものも、後の管理が行き届かないと

やがて荒廃してしまいます。 

と、お話させていただきました。今もこの思いは変わっていません。 

 

これは何も福山グリーンラインに限った  こ

とではないのかもしれませんが、今でも福山グ

リーンラインの各所にこのような遺跡がいくつ

もあります。 

かなりの費用を費やして整備してくださった公

園が、団体の解散後荒廃してしまって原野に戻

ってしまったり、道路わきの空き地の草むらに    

いくつも記念碑が埋もれています。私たちの力が足りないばかりに、こうした場所を守り

切れないことが、本当に残念でもあり、申し訳なくもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちは、２０年以上の年月、多くのロータリアンの方々が使命感に燃え、 

希望や夢を共有して作り上げてくださり、守ってきてくださった「ロータリークラブ奉仕

の森」を、こうした場所にしてしまってはならないと強く思っています。 



12 

 

 

 

 

 

 

 

同時に、福山西ロータリークラブが２０年以上も同じ場所で活動を続けてきてくださった

ことが、如何に異例の事であるかもよく理解もしています。 

「もうそろそろ、このあたりで一度立ち止まり、将来の活動について考えてみようではな

いか」という声があるのは、きわめて当然のことだということもよく理解しています。 

わたしたちグリーンラインを愛する会も、の機会にもう一度「ロータリークラブ奉仕の

森」の将来について、福山西ロータリークラブ様との関係について、考えてみようと思っ

ています。過去の皆様の功績を決して軽んずる思いは全くありませんし、皆様との数えき

れないほどの思い出も、いつまでも大切にしてゆきたいと思っています。  

しかし、今はそれよりも、将来について考えてみるべき時、考えていただくべき時だと思

います。 

そこで、今日は「ロータリークラブ

奉仕の森」の現状と、私たちの今後

の活動方針をご報告し、同時に皆様

に考えていただきたいこと、お願い

したいことをお話させていただきま

す。また、後ほど皆様からのご意見   

やご質問を頂戴する時間も取らせていただきます。もちろん、この場で時間が足りなけれ

ば別の日、別の場所でもお声がけをいただけば、いつでもどこでも行かせていただきます

ので、よろしくお願いいたします。 

 

まず現状のご報告です。中には頻繁に「ロ

ータリークラブ奉仕の森」を訪ねて下さ

っておられる方もおられることは承知を

しています。 

 

 

まず植栽の状況ですが、全体に植

えている「水仙」「彼岸花」は年

によって開花状況が大きく変動し

ています。これには私たちの管理

の不手際も影響しており、いろい

ろと勉強をして、試行錯誤を続け

ています。 

これは水仙の様子です。 

 



13 

 

 

 

 

何年かに 1 回はこんなにきれいな

年もあります。 

 

 

 

 

そしてこちらは彼岸花です。彼岸花は 9 月上旬から下旬にかけて咲きます。 

最近は少し水仙に押されて少なくなっています。 

いちど球根を植え替えたこともありますが、とんでもない労力が必要でした。2023 年の

秋には「アサギマダラ」がやってきて、沢山の愛好家の方が来てくださいました。 

 

桜の木については、もともとあまり良いとは言えない土壌のせいで、生育も思わしくなく

毎年のように何本かが枯死しています。もちろんいろいろと手を尽くし、その都度植え替

えてはいますが、土壌改良をやるには費用と人手が足りず、苦戦中です。 

 

２０２３年に植えていただいた「イ

ロハモミジ」「オオデマリ」「イタヤ

カエデ」「サンシュユ」などのようす

です。まずは植樹会の様子を思い出

していただきます。 
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２０２３年に植えていただいた「イロハモミジ」「オオデマリ」「イタヤカエデ」 

「サンシュユ」ですが、なんとか成長を続けてくれ、昨年あたりから開花も始まりました。 

 

 

また、10 年ほど前から徐々にイノシシに

よる被害が目立ち、その復旧に大きな労力

と費用を要するようになっていました。 

公園の各所に監視カメラを設置するなど

し、侵入経路などを確認し、対策を検討し

てきました。 

 

 

園地を守るために、広島県の理解と協力を

得、「コメリ緑財団」他の助成をいただいて

設置した「イノシシ侵入抑止フェンス」で

すが、昨年夏に「奉仕の森」部分の工事は

完了しており、今年の春には残り部分も工

事を完了させることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に「ロータリークラブ奉仕の森」の将来についての私たちの思いです。 

私たちは「ロータリークラブ奉仕の森」の名前を消さないでいただきたい、消したくないと

思っています。「ロータリークラブ奉仕の森」の名前は、行政と、福山西ロータリークラブ

と、私たち愛する会が、２０年以上にわたって「民の力で公共の場所を守る」という活動を

続けてきた証であり、記念碑です。 
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ですので「ロータリークラブ奉仕の森」

の名前だけでなく、数年前に設置した

案内看板も、記念碑もできればそのま

ま残していただきたいと思います。た

とえ福山西ロータリークラブとしての

定期的な活動が休止されても、「なんだ

この場所は」と言われないような維持

管理は、私たちグリーンラインを愛す

る会が責任をもって行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、福山西ロータリークラブとグリーンラインを愛する会の関りも、できれば今の良い

関係を継続させていただきたいと思っています。具体的には以下のようなことを考えてい

ます。クラブとしてまたお一人お一人としてどう思われるかのお考えをお聞きしたいと思

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、福山西ロータリークラブに向けて、グリーンラインを愛する会から活動の状況や、

「ロータリークラブ奉仕の森」の状態などの定期的なご報告をさせていただきたいと思い

ま  す。それから、お花見現地例会などの不定期な現地での活動を企画していただければ

嬉しいと思います。ひょっとしたら何十年後かに「後山公園のロータリークラブ奉仕の森

での活動を計画しないか？」という話が出るかもしれません。それもとてもうれしいサプ

ライズだと思います。このタイミングでクラブとしての定期的な活動は一旦終了されたと

しても、「ロータリークラブ奉仕の森」の存在そのものはクラブとしてずっと認知してや

っていただきたいと思います。 
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それから、クラブメンバーのお一人お一人への

お願いというか、ご提案です。 

ひとつはグリーンラインを愛する会からの情報

を受け取っていただきたいというお願いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グリーンラインを愛する会は「公式サイト」「公式フェイスブック」「公式ＬＩＮＥ」などを

通して、様々な情報をお届けしています。この情報を受け取っていただくことは、グリーン

ラインを愛する会の活動や、ロータリークラブ奉仕の森の様子を知っていただくことだけで

なく、私たちからのお願いや呼びかけも受け取っていただくことができます。宜しければこ

うしたお願いや呼びかけに応えていただければと思います。具体的な例を紹介します。 

「ロータリークラブ奉仕の森の水仙が見頃です」 

時には「グリーンラインを愛する会の活動の中で、ベンチを設置しようと思います。ご寄付

をいただけませんか？」という呼びかけをさせていただくこともあるかもしれません。 

もし呼びかけに応えていただければ本当にうれしく思います。 

また、「桜の開花は○○日の予想です」と

言うお知らせをお届けしますので、それ

を見られて「ロータリークラブ奉仕の

森」に出かけていただければ嬉しいで

す。のほかには公式のユーチューブチャ

ンネルもあります。日常の様々な活動の

紹介だけでなく、季節ごとの景観案内

や、ビュースポットのご案内などもあり

ます。お手元にＵＲＬとＱＲコードを印

刷したものをお渡ししていると思います

ので、是非ともよろしくお願いします。

左端のようなチラシの裏側の下の方にＵ

ＲＬとＱＲコードが印刷してあります。

公式のホームページでは毎月発行してい

る会報もご覧いただけますし、連絡用の

メールフォームもあります。 
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それから「クラブとしての継続的な支援

は一旦終わっても、個人としての支援は

続けたい」というありがたいお申し出を

して下さっている方もいらっしゃいま

す。「具体的な支援方法を教えてほしい。」

というお話もありましたので、最後に少

しだけこの話をさせていただきます。 

支援方法を大まかに三つに分けてご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは「本会の活動への参加や、活動の支援」です。活動の支援は金銭的な支援は別のとこ

ろでお話しします。本会の現地活動のメインは「月例会」です。基本は毎月第２日曜日の午

前中です。草刈りとか清掃とかがメインです。みんなでお昼を済ませて解散です。 

なかには「忙しくて活動には参加できないから」といって差し入れをしてくださる方や、 

「言ってくれればウチの重機を貸すよ」と言ってくださる会社もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次は「個人やグループでの現地のボランティア」をご紹介します。 

   ・時々一人で、黙々と道路際の落ち葉を清掃してくださる方 

   ・数人の仲間で年数回、道路の下のごみを回収してくださる方 

   ・社員を連れて広場の植栽の手入れをしてくださる社長 

   ・社員会に会社の機材を提供し、路側の土を撤去してくださる会社 

   ひとりでも、年１回でも、１時間でもあなたが出来る時に、あなたが出来ることを、 

  あなたができるだけ・・・。それが福山グリーンラインを守ることになります。     
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三番目は「寄付で活動を支える」例をご紹介します。まずは「地域活性化支援企業」に

登録していただくことです。金額は年間１万円～で、 個人でも登録可能  もう２５

年間ご寄付をいただいている企業も。 

つぎに「善意の植樹」ですが、１本１万円のご寄付のお礼に福山グリーンラインの各所

に植えた樹木に寄付者のプレートを付けさせていただいています。大変好評ですでに５

００本以上の寄付をいただきましたが、もう植える場所がありません。あと５０本ほど

でこの事業は終わります。また過去には 「使途指定寄付」もいただきました。 

「捨てられた犬たちの保護活動に使ってほしい」と歌手の方から多額のご寄付を頂戴し

たり、「○○のひろばを守るために使ってほしい」と１０万円ものご寄付をしていただ

いた方もおられます。 

最後は「物と労力の寄付」の例をご紹介します。記載しているのは「西日本豪雨災害」

の際に、本会が広島市・呉市などに本会が所有する機材の大部分を提供した際に「それ

では今後の活動に困るだろ」と、ある団体の理事長様から頂いたご寄付の例です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分も（自分の会社も）何か社会の役に立ちたい。」その思いがあれば、必ずできること

があります。特別なことでなくても良いのです。 

 「できる人が」 「できることを」 「出来る時に」 「出来るだけ」それが基本です。 

  思いがあるなら、まず小さなアクションをお願いします。 
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貴重な時間をいただいて、今までいろいろなお話をさせていただきましたが、まとまりが

なくて申し訳なく思います。今の私の気持ちを一言にまとめるとすれば、このような言葉

になろうかと思います。皆様も同じ思いでいてくださると信じます。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奉仕の森環境整備事業は当クラブの藤井英勝会員が社会奉仕委員長の時に始められました。 

それ以来歴代の委員長が引き継がれて２３年になりますから、この奉仕事業は我がクラブの伝統と

言ってもよい活動です。それを終了するということには反対意見もありました。 

しかし、ロータリーにはつねに新しい奉仕を見つけるという方針があります。その方針に則って、

会長の私が終了の決断を致しました。しかし、これまで築いてきたグリーンラインを愛する会との

絆はこれからも大事にしたいと思います。今後も機会がありましたら昔のことを語り合い、笑い合

いながら、友情を確かめ合って、絆がより強固に結ばれることを願っております。時々例会に遊び

にお越しください、友誼永存であらんことを。 

会長 鹿内 要秀 
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【 そ の 他 報 告 】 

《 3 分間スピーチ 》 

ロータリー情報委員長  竹中 雅彦 

 
ポリオウイルス根絶への取り組み 

  

国際ロータリーは 35年以上前からポリオを世界から根絶するための活動を続けています。  

 

ポリオウイルス  

ポリオウイルスによっておこる身体麻痺を伴う疾患で急性灰白髄炎（Poliomyelitis）の短縮名称で野

生型ポリオウイルスとも呼ばれている。日本でも戦後流行し多くの小児が死亡し回復しても脚に麻痺

が後遺症として残った。一般的には小児麻痺と呼ばれていた。その後ポリオワクチンの普及で日本か

らポリオウイルスは根絶された。  

 

ポリオ根絶  

2007 年の規定審議会でポリオの根絶を RI の最優先の目標とすることが承認され 2016 年の規定

審議会でポリオの根絶は国際ロータリーの最高の目標であることが承認支持された。世界ポリオ根絶

推進運動（GPEI）を行いロータリーはポリオの症例を 99.9％減らすことに貢献した。  

2022 年 6 月末現在の常在国としてアフガニスタンとパキスタンがあるが国内の政治状況が悪くワ

クチンの推進活動が困難となっている。今根絶運動を中止した場合 10年後には 20 万人の子供がポ

リオによる麻痺障害に侵される可能性がある。  

 

ポリオプラス補助金  

ポリオプラスとはポリオワクチンとともに投与されていたその他のワクチンを指していた。現在はポ

リオ根絶の取り組みによって築かれたインフラやファンドレイジング（民間非営利組織の資金集め）

とアドボカシー（利用者の権利を擁護・代弁すること）のノウハウを他の疾病対策に生かしていくこ

とも意味している。  

 

全世界の地区から寄付された資金はオプラス補助金として世界保健機構（WHO）とユニセフに授与

されポリオ根絶活動に資金を提供する。  

 

福山西クラブからのポリオ根絶に対する寄付は皆様の後期会費から 15ドルを徴収しています。ご理

解をお願いいたします。 
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【 ク ラ ブ 活 動 報 告 】 
 

《 第 31 回国際ロータリー2710 地区ガバナー杯ロータリークラブ親善野球大会 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全員で勝利のガッツポーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 試合目 対広島東南 RC          準決勝 対防府 RC 

 

4 点ビハインドの 5 回裏、          前の試合の疲れあり？しかし懸命に戦った 

松下選手の劇的なサヨナラ 3 ラン       負けて悔いなし‼ 
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さあ出陣 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

最高殊勲選手松下   祥子マネージャー   キャッチャー高橋    エース竹信 
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お疲れ様 下平・竹信        お疲れ様 井上       お疲れ様 菅田・小林 

 

                          

     

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒットを打つ前？黒木              パパがんばったよ‼ 

 

球親会の皆さんお疲れ様そして感動をありがとう‼ 

 

 


